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会 議 録 

１ 会議名 

令和５年度 第６回高田区地域協議会 

２ 議題（公開・非公開の別） 

 （１）地域活性化の方向性について（公開） 

 （２）令和５年度地域協議会の活動計画について（公開） 

３ 開催日時 

令和５年９月１９日（火）午後６時３０分から午後７時４７分まで 

４ 開催場所 

福祉交流プラザ 第１会議室 

５ 傍聴人の数 

０人 

６ 非公開の理由 

― 

７ 出席した者（傍聴人を除く）氏名（敬称略） 

・委 員：本城文夫（会長）、澁市徹（副会長）、髙野恒男（副会長）、 

飯塚よし子、浦壁澄子、小川善司、北川 拓、佐藤三郎、杉本敏宏、 

廣川正文、松倉康雄、宮﨑 陽、村田秀夫、𠮷田昌和 （欠席６人） 

  ・事務局：南部まちづくりセンター 大島所長、滝澤副所長、石黒係長 

８ 発言の内容 

【石黒係長】 

・栗田委員、小嶋委員、冨田委員、西山委員、松矢委員、茂原委員を除く１４人の

出席があり、上越市地域自治区の設置に関する条例第８条第２項の規定により、委

員の半数以上の出席を確認、会議の成立を報告 

・同条例第８条第１項の規定により、議長は会長が務めることを報告 

【本城会長】 

 ・会議の開会を宣言 

 ・会議録の確認：本城会長、松倉委員に依頼 

議事に入る前にお知らせをさせていただく。先ほど、西山委員から仕事の関係で、
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今後、地域協議会の会合に出られないという申し出があった。私としては了解した。

西山委員より一言挨拶をお願いする。 

【西山委員】 

・挨拶 

（西山委員退席） 

【本城会長】 

  次第２「議題等の確認」について、事務局に説明を求める。 

【滝澤副所長】 

・配布資料の確認 

・次第に基づき、議題の確認 

【本城会長】 

  「議題等の確認」について質疑等を求めるがなし。 

 

－ 次第３ 議題（１）地域活性化の方向性について － 

 

【本城会長】 

次第３ 議題（１）地域活性化の方向性についてに入る。 

事務局より説明を求める。 

【石黒係長】 

・グループワークの説明 

【本城会長】 

 ・事務局の説明について、質問のある委員の発言を求めるがなし。 

 

（グループワーク） 

 

【本城会長】 

各班でまとめた「地域活性化の方向性」案の発表を求める。なお、各班の案は事務

局が清書し、後日、お配りする。 

私から、一班の報告をさせていただく。高田区の地域活性化に向けて、「高田区が
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有する豊かな資源を生かし、人と人がふれあい、住み続けたいまちづくりを目指す」

ということを大きなテーマとした。 

構成要素としては、 

一つ目、歴史ある有形・無形の資源を活かした街なか回遊観光の推進 

二つ目、地域のにぎわいや住民の交流を図る活動の推進 

三つ目、住民の健康と福祉活動の推進 

四つ目、教育施設の充実と次世代の育成の推進 

五つ目、高齢者の防災避難、除排雪活動の推進 

この五つとした。 

それでは、二班の発表を髙野副会長からお願いする。 

【髙野副会長】 

二班では、活性化の方向性として「高田区の自然、歴史、文化をいかし、住民主

体の住みやすいまちを目指します」とした。 

構成要素としては、 

一つ目、福祉の充実と防災に強い住みやすいまちづくり 

二つ目、地域の歴史文化の保存・継承と地域資源をいかした魅力の発信 

三つ目、女性や若者、誰もが活躍できるまちづくり 

四つ目、子育て、高齢者が安全安心で生活できる環境づくり 

五つ目、地域住民主体による文化活動や交流の活性化 

以上の五つとした。 

【本城会長】 

それでは、三班、澁市副会長からお願いする。 

【澁市副会長】 

三班は、全会一致に至らなかったので、多数意見としてまとまったものと少数意

見の２案を紹介させていただく。 

多数意見として、活性化の方向性は「高田区の整備された都市・社会基盤と豊か

な自然を活かし、子育て、教育、そして、社会福祉を充実・促進し、経済活動を活

性化させ、人々の交流の拡大・深化を図り、更なる学びの機会を提供し、安心・安

全な暮らしの中で、誰もが活躍できる持続可能な「高田」をめざします」である。 
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構成要素というよりも、これを達成するための具体的な方策として、 

一つ目、高田開府から４００年余りの歴史的資産を維持・更新し、有効に活用し

ます。 

二つ目、１００年先を見た安心・安全な持続可能なまちづくりを行います。 

三つ目、雪を活用し、雪とともに生きるまちづくりを行います。 

四つ目、整備された教育施設、医療・福祉施設などの社会資本を維持・更新し、

有効に活用します。 

五つ目、人々の交流を拡大・深化させ、そのために必要な場を提供・拡充しま

す。 

六つ目、社会人の再教育の機会を提供するとともに、将来人材を育てるためのデ

ジタル教育を拡充します。 

七つ目、経済活動を活性化し、地域の個人所得を大幅に向上させます。 

これが、多数の意見であった。 

もう一つは、活性化の方向性は「全国に数ある城下町の中でも唯一『雁木』に象

徴される共助の精神をもつ高田区は、まちの形態が「城」「まち」「寺社」による平

和を願う概念に沿って、魅力ある文化と歴史資産を活かした上越地域の中核都市を

目指します」である。構成要素については、省略させていただく。 

【本城会長】 

各班の案が出揃ったが、次回１０月、そして１１月、１２月の３回で一本化に向

けた全体協議を行い、高田区の地域活性化の方向性をまとめたい。今日の各班の案

については、事務局が清書し次回までに配布する。 

以上で次第３ 議題（１）地域活性化の方向性についてを終了する。 

 

－ 次第３ 議題（２）令和５年度地域協議会の活動計画について－ 

 

【本城会長】 

次第３ 議題（２）令和５年度地域協議会の活動計画についてに入る。 

澁市副会長より説明を求める。 

【澁市副会長】 
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・当日配布資料№１により説明 

【本城会長】 

・澁市副会長の説明について、質問のある委員の発言を求めるがなし。 

以上で次第３ 議題（２）令和５年度地域協議会の活動計画についてを終了する。 

 

－ 次第４ 「その他」－ 

 

【本城会長】 

次第４「その他」に入る。 

前回の協議会において、委員から質問があった事項について、事務局からの回答

を求める。 

【大島所長】 

  地域協議会委員の手引きの関係について、改めて地域政策課に確認したところ、改

訂作業を始めているということであった。改訂ができ次第、すべての地域協議会委員

の皆様にお配りする予定であることを報告させていただく。 

【本城会長】 

事務局の説明について、質問のある委員の発言を求めるがなし。 

以上で次第４「その他」を終了する。 

 

－ 次第５ 事務連絡 － 

 

【本城会長】 

次第５ 事務連絡に入る。 

事務局より説明を求める。 

【滝澤副所長】 

・今後の地域協議会等の日程連絡 

  第７回地域協議会：１０月１６日（月）１８：３０から 福祉交流プラザ 

  第８回地域協議会：１１月２０日（月）１８：３０から 福祉交流プラザ 

・配布資料 
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   旧北本町ガス供給所地下水水質検査結果 

高士区、安塚区、大潟区地域協議会の意見書 

諏訪区、浦川原区地域協議会の地域活性化の方向性 

男女共同参画推進センターのチラシ２種類 

本城会長からイベントのチラシと抽選券 

【本城会長】 

 ・ただ今の説明について質問を求めるがなし。 

 ・全体を通して質問等を求めるがなし。 

 ・会議の閉会を宣言 

 

９ 問合せ先 

総合政策部 地域政策課南部まちづくりセンター 

TEL:０２５-５２２-８８３１(直通) 

E-mail:nanbu-machi@city.joetsu.lg.jp  

１０ その他 

別添の会議資料もあわせてご覧ください。 

 


